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新県立奈良病院 敷地ゾーニング図
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病院建物

※敷地内の通路・建物等の形状は今後の詳細検討による。なお、敷地内通路への通過交通の流入は排除する対策を講じる。
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緑地ゾーン

緑地ゾーン●病院ゾーンを取り囲む緑地ゾーンの形成病棟からの景観や周辺住宅地との関係も踏まえ、病院ゾーンを取り囲むように緑地ゾーンを形成する。●地形特性を活かした造成敷地南側から北側に傾斜する地形特性を考慮し、自然地形を尊重した緩やかな造成計画とする。

●敷地中央部のまとまったエリアを病院ゾーンに設定・病院ゾーンは、大きく病院建物と駐車場に区分。・病院建物は、病院ゾーンの中央部に配置する。・駐車場は、将来の建て替え用地としての活用や、不整形な敷地の有効利用を考慮し、東西に分離して配置する。

●六条山地区の山並み景観を保全登弥神社の社寺林を取り囲む尾根を保全し、静かな療養環境の創出と里山景観の保全を図る。


